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損害保険用語の解説

か　行

【価格変動準備金】
保険会社が保有する株式等の価格変動による損失に備えることを
目的とした準備金です。

【過失相殺】
損害賠償額の算出にあたり、損害の発生について被害者にも過失
が認められる場合に、損害額から被害者側の過失に相当する部分
を減額することをいいます。

【記名被保険者】
自動車保険において、ご契約の対象となるお車を日常主に運転さ
れる方で、保険証券の記名被保険者欄に記載されている方をいい
ます。

【契約の解除】
保険契約者または保険会社の意思により契約を消滅させることを、
解除といいます。具体的には、保険契約者からの申し出による解除
（いわゆる解約のことです。）、告知義務・通知義務違反による保険
会社からの解除などがあります。

【告知義務】
保険を契約する際に、保険会社が危険に関する重要な事項として
お伺いする事項（告知事項）について、保険契約者または被保険者
は事実を正確にご申告いただく義務があり、その義務をいいます。

さ　行

【再保険】
保険金支払責任の一部を他の保険会社に移転する仕組みで、巨額
の保険金支払いが予測される場合にリスクを分散することを目的と
しています。再保険は、保険会社間で行う保険取引であり、他の保険
会社にリスクを移転することを「出再」、逆に他の保険会社からリス
クを引き受けることを「受再」といいます。

【再保険料】
再保険に際して支払われる保険料のことをいいます。

【参考純率】
任意自動車保険において、保険料のうち保険金の支払いにあてら
れる部分については、参考となる料率が損害保険料率算出機構か
ら保険会社に提供されます。この料率を参考純率といい、保険会社
は自社の純保険料率の基礎として利用することができます。

【事業費】
保険会社の事業上の経費で、「損害調査費」、「営業費及び一般管理
費」、「諸手数料及び集金費」を総称したものです。

【支払備金】
決算日までに発生した保険事故で保険金が未払いのものについ
て、保険金支払いのために積み立てる準備金のことです。

【責任準備金】
将来の保険金支払いなどの保険契約上保険会社が負う債務に対し
て、あらかじめ保険会社が積み立てる準備金のことです。

【全損】
保険の対象が完全に滅失した場合や、修理、回収に要する費用が再
調達価額または時価額を超えるような場合（当社の車両保険にお
いては、通常、ご契約金額を超える場合）のことです。前者の場合を
現実全損（「絶対全損」ともいいます。）、後者の場合を経済的全損と
いいます。

【損害てん補】
保険事故によって生じた損害に対し、保険会社が保険金を支払うこ
とをいいます。

【損害保険契約者保護機構】
引受保険会社が破綻した場合に保険金等を補償するしくみで、すべ
ての損害保険会社が加入しています。

【損害保険料率算出機構】
「損害保険料率算出団体に関する法律」に基づいて、1948年に設立
された損害保険料率算定会と1964年に設立された自動車保険料
率算定会との統合により、2002年7月1日から新たに業務を開始し
た料率算出団体です。
火災保険・傷害保険・自動車保険・介護費用保険の参考純率の算
出、自動車損害賠償責任保険・地震保険の基準料率の算出および
金融庁への届出等を行うとともに、自動車損害賠償責任保険の損
害調査を行っています。

【損害率】
支払保険金の収入保険料に対する比率をいいます。保険会社の経
営分析や保険料率の算定に用いられます。通常は正味支払保険金
に損害調査費を加えて正味収入保険料で除した割合を指します。

【そんぽＡＤＲセンター（損害保険相談・紛争解決サポートセンター）】
一般社団法人日本損害保険協会内に設置された、損害保険会社の
業務に関する苦情や紛争についての対応窓口で、保険業法に基づ
く金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関です。
受け付けた苦情については、損害保険会社に通知して対応を求め
ることで当事者同士の交渉による解決を促すとともに、当事者間で
問題の解決が図れない場合には、専門の知識や経験を有する弁護
士などが中立・公正な立場から和解案を提示し、紛争解決に導きま
す。

た　行

【大数の法則】
サイコロを振って1の目の出る確率は、振る回数を増やせば増やす
ほど6分の1に近づきます。すなわち、ある独立的に起こる事象につ
いて、それが大量に観察されればある事象の発生する確率が一定
値に近づくということであり、これを大数の法則といいます。個々人
にとっては偶発的な事故であっても、大量に観察することによって
その発生率を全体として予測できるということになります。保険料
算出の基礎数値の一つである保険事故の発生率は、大数の法則に
立脚した統計的確率にほかなりません。

【超過保険・一部保険】
契約者は保険金額（ご契約金額）を自由に定めることができます
が、保険金額が保険価額（後記「は行」参照）より少ない場合を一部
保険といい、保険金額が保険価額より多い場合を超過保険といい
ます。
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【重複保険】
同一の被保険利益（保険の対象）について、保険期間の全部または
一部を共通にする複数の保険契約が存在する場合を広義の重複保
険といい、また、複数の保険契約の保険金額の合計額が再調達価
額または時価額を超過する場合を狭義の重複保険といいます。

【通知義務】
保険を契約したあと、告知事項の内容に変更を生じさせる事実が
発生した場合に、その事実を保険契約者または被保険者は保険会
社に遅滞なくご連絡いただく義務があり、その義務をいいます。

は　行

【被保険者】
保険の補償を受けられる方、または保険の対象となる方をいいま
す。保険契約者と同一人のこともあり、別人のこともあります。

【被保険利益】
あるものに偶然な事故が発生することにより、ある人が損害を被る
恐れがある場合に、そのある人とあるものとの間にある利害関係を
被保険利益といいます。損害保険契約は損害に対し保険金をお支
払いすることを目的とすることから、その契約が有効に成立するた
めには、被保険利益の存在が前提となります。

【比例てん補】
一部保険の場合に保険価額に対する保険金額の割合をもって支払
保険金を縮小して支払うことです。

【分損】
全損に至らない損害をいいます。

【法律によって付保が義務づけられている保険】
自動車損害賠償責任保険（強制保険）のように、政策的理由から法
律等で加入することが義務づけられている保険のことをいいます。

【保険価額】
保険事故の発生により、被保険者が被る可能性のある損害の最高
限度額を意味します。

【保険期間】
保険の契約期間、すなわち保険会社の責任の存続期間です。この期
間内に保険事故が発生した場合のみ保険会社は保険金を支払い
ます。ただし、保険期間中であっても保険料の払込み以前に生じた
損害は、原則として保険金のお支払いの対象となりません。

【保険金】
保険事故により、損害が生じた場合に、保険会社が被保険者に支払
う金銭のことです。

【保険金額】
ご契約金額のことをいいます。保険事故が発生した場合に、保険会
社が支払う保険金の限度額です。その金額は、保険契約者と保険会
社との契約によって定められています。

【保険契約者】
自己の名前で保険会社に対し保険契約の申込みをする人をいいま
す。契約が成立すれば、保険料の支払義務を負います。

【保険契約準備金】
保険会社が保険契約に基づく責任を遂行するために積み立てる準
備金で、前述の支払備金および責任準備金があります。

【保険事故】
保険契約において、保険会社がその事実の発生を条件として保険
金の支払いを約束した偶然な事実をいいます。交通事故によって
損害が発生することなどがその例です。

【保険の対象（「保険の目的」）】
保険を付ける対象のことをいいます。自動車保険では自動車がこれ
にあたります。

【保険引受利益】
損害保険の引受によって得られる利益をいいます。「保険引受収益」
から「保険引受費用」と「保険引受に係る営業費及び一般管理費」を
減じ、「その他収支」を加減して算出されます。

【保険約款】
保険契約の内容を定めたものです。保険約款は保険契約に共通の
契約内容を定めた普通保険約款と、個々の契約において普通保険
約款に定められた事項を特別に補充・変更する事項を定めた特約
から構成されます。

【保険料】
被保険者の被る危険を保険会社が負担するための対価として、保
険契約者が支払う金銭のことです。

【保険料即収の原則】
契約の締結と同時に保険会社が保険料の全額を領収しなければな
らないという原則のことです。

ま　行

【免責】
保険金が支払われない場合のことをいいます。保険会社は保険事
故が発生した場合には、保険金支払いの義務を負いますが、保険約
款に定められた特定の事項についてはその義務を免れることにな
っています。例えば、保険契約者等の故意による事故、地震、噴火、
津波等による事故などがあります。

【免責金額】
保険契約者の保険料負担の軽減を目的として、小損害を自己負担
にするために設定する金額のことで、免責金額を超える損害につい
ては、通常、免責金額を控除した金額が支払われます。

【元受保険料】
保険会社が元受保険契約に基づき保険契約者から受け取る保険料
のことです。
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はじめに

日頃より、皆さまのご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。

このたび、当社のより良い経営への取組み、事業概要および財務状況などをわかりやすくご紹介させていただくため、
本誌「そんぽ２４の現状 2018」を作成いたしました。

本誌が、当社をご理解いただくうえで、少しでもお役に立てば幸いです。

今後とも温かいご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

当社のオリジナル・キャラクター「ハナコアラ」は、

お客さまにとって親しみやすい保険会社になりたいと

いう想いから生まれました。

2018 年７月 発行

の現状 2018



そ
ん
ぽ
24
の
現
状

8

(18070351) 503690 -0200(18070351) 503690 -0200

そんぽ２４の現状2018


	損害保険用語の解説

